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平成26年 年頭のご挨拶 

～今号の主な掲載内容～ 

福生会 理事長よりご挨拶 P1 

斎藤労災病院長よりご挨拶 P2 

日本医療機能評価機構の更新認定 P2 

新病棟の建設計画について  P3 

あんしんかん【特定施設転換に選定】 P3 

病院の防犯対策/外部からの表彰受賞/ P4 

衛生管理優良事業所表彰を受賞 P4 

 
 

 新年明けましておめでとうございます。 

皆様におかれましては穏やかに新しい年を 

お迎えのこととお慶び申し上げます。 

 

 昨年末、院内に向けて帰属意識について 

話をいたしました。帰属意識とはある集団に

自分が属しているとか、その集団の一員であ

るという意識のことです。みなさんも知らず

知らずに日常生活で帰属意識というものを

持っていると考えます。たとえば家族の中の

一員、友人の中の一員といったものも帰属意

識の一つです。 

 この帰属意識により初めてうまれる欲もあ

ります。誰かに誉められたいとか認められた

い等は帰属意識があるからこそ生まれる欲で

あります。  

 今年はスタッフと共にこの帰属意識を持ち

ながら、サッカー日本代表のように、チーム

一丸となって、攻撃に守備に献身的に取り組ん

でいきたいと思います。 

 斎藤労災病院ではこの１月からいよいよ  

新病棟の建設をスタート致しました。 

ハード面の改善が期待でき、平成27年には皆さ

ま方に新しい斎藤労災病院をお見せできると考

えております。 

勿論ハード面の改善だけではなく、いままで以

上にあたたかい医療を提供していきたいと思い

ます。患者さんの病気だけを診る医療ではな

く、身体的アプローチ及び心理的、社会的なア

プローチを行い、ひとりひとりに合った医療を

心がけていきます。 

 さらに有料老人ホームあんしんかんは今年

度、千葉市が行った特定施設（介護付き有料老

人ホーム）への転換公募に応募し、これまで

ホームで行ってきたケアや運営が評価され、 

住宅型有料老人ホームから介護付き有料老人

ホームに転換することが認められました。   

これまで以上にあたたかいサービス提供に努め

て参ります。 

今後ともスタッフ全員で全人的医療を提供し、

皆様の健康の保持増進にもお役に立てればと考

えております。 

新しい年も、皆様にとって素晴らしい年であり

ますよう祈念いたしまして、新年のご挨拶とさ

せて頂きます。  

 本年も当法人をよろしくお願い申し上げま

す。 

医療法人 福生会  

理事長 斎藤 順之 
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斎藤労災病院  

院長 寺林秀隆 

  新たな年の初めに 

    日本医療機能評価機構の更新認定を受けました。 
      新たな評価基準を満たし、2回目の更新を終える。 

明けましておめでとうございます。 

平素、当法人が提供いたしております医療・健診サービスをご利用下さいます患者さ

ん、受診者並びに事業所の皆様には晴れやかな初春をお迎えのこととお慶び申し上げ

ます。 

 昨年一年間、多くの患者さん並びに受診者の皆様に医療サービスを提供出来ました

ことを職員一同喜んでおります。 

昨年の日本は、富士山の世界遺産登録、和食のユネスコ無形文化遺産登録、   

２０２０年東京オリンピック開催決定等明るいニュースが飛び込んでくる反面、  

記録的豪雨、突風・竜巻などの異常気象の出現、東日本大震災の復興の遅れの顕性化

等の不安要因が入り混じった1年でした。 

 一方、病院としては比較的平穏な一年でした。外来機能、入院患者サービス、   

人間ドックを含む来院健康診断、巡回による健康診断等を、量的にも質的にも例年通

り実施させて頂きました。 

 25年度事業計画にありました外部機関によるサービス機能評価については、日本病

院機能評価機構の受審は無事更新終了し、人間ドックと全衛連の機能評価も２月、３

月更新受審の運びとなっております。また巡回健診での個人票のＩＣ化は改良の余地

を残すもののスタート出来ました。いずれの業務も職員一丸となっての努力の成果で

あり、皆様のご支援の賜物と深く感謝致しております。 

 さて今年は新病棟建設が最大の目標となります。多くの建物に分散している入院・

外来機能を一つの建物の中に統合・集約し、患者さまのみならず職員の動線の改善を

図り、機能の効率的活用を求めてまいります。また既存の建物の改修による健康診断

サービスの提供環境の改善を始め他の医療サービスも拡充することを計画しておりま

す。 

 全体の完成は平成２７年を予定していますので、長期間皆様へご不便をお掛けする

ことと思いますが、何卒ご理解、ご協力のほどお願い申し上げます。 

昨年8月に標記の第三者による病院の機能評価を受審し、認定の継続が

認められました。本審査は通称【病院機能評価】と呼ばれるもので、 

全国8558病院の内、2353病院（27.5％）がこの認定を受けています。    

                          （1/9現在） 

11月1日付で「認定病院」として更新が認められました。 

この評価は組織的に医療を提供するための基本的な機能が適切に実施さ

れているかどうかを評価する仕組みです。外部の評価調査者が中立・公

平な立場に立って、所定の評価項目に沿って病院の活動状況を評価しま

す。 

今後も安心・安全・信頼の得られる医療サービスが提供できるよう  

取り組んでまいります。 



平成26年度中の竣工に向け動き出しています。 
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当院は千葉県医療施設耐震化臨時特例整備事業補助金の   

申請が認められた事により、平成25年度から26年度にかけて  

新病棟を整備することといたしました。 

これまで外来と病棟が離れており、患者さんやスタッフの移動

導線が複雑な面がありましたが、今回の計画により外来と病棟

を一元化し、病院機能を集約いたします。新病棟は、障害のあ

る方にも配慮したやさしい建物とし、ご来院された皆様に快適

な受診環境を提供できるものと思っています。 

新病棟の4階では広いスペースでご自身の新たな可能性を  

発見できるよう、新しい発想の通所リハビリテーションを 

計画しています。 

また、余剰スペースの有効活用としてA棟（外来が入ってい

る棟）をリニューアルし、人間ドック及び各種健康診断が 

快適に受診できる環境を整備いたします。 

数年前からの計画が実現することとなり、完成後の様子を 

思い描くのが楽しみになってきました。 

尚、本計画の進捗状況を当法人のホームページで報告して 

参りますのでご覧下さい。 

工事に伴い、近隣の皆様には騒音等で、受診及びお見舞いの

皆様にはお車の駐車台数が減る事でたいへんご迷惑をおかけ

いたしますが、ご理解とご協力の程、お願い申し上げます。 

  今年で開設5周年の有料老人ホームあんしんかん  

   ＜千葉市特定施設転換の公募で選定される＞ 

建設打合せも順調に進んでいます。 

健康管理センターの拡充 

病院機能の一元化 
震災・災害に強い病院 

新病棟 計画パース図 
 （実際の建物の仕様と異なる部分がございます。）  

今年度千葉市で初めて特定施設（介護付き有料老人ホーム）へ

の転換の公募があり、申請された多くの施設の中から    

当法人の〔あんしんかん〕が選定されました。 

開設以来「病院が運営する老人ホーム」という特徴を生かし、

他の老人ホームでは入居が難しい身体のご状態であっても  

お住まいいただける住宅型有料老人ホームとして運営して参り

ました。住宅型有料老人ホームの運営はケアプラン（介護サー

ビス計画）に基づいて訪問介護・看護事業所のスタッフがお部

屋を訪問し、必要なケアを実施いたします。特に介護や看護

サービスの提供には訪問時間の制約等があり、必要な時に必要

なサービスを提供する事が困難な場合がありました。今回、 

特定施設（介護付き有料老人ホーム）への転換が認められた事

で、スタッフの動きに時間的な制約が無くなる為、適宜ご入居

者の対応が出来るようになります。この様な動きができる事

は、あんしんかんには念願でした。 

介護付 き有料老 人ホーム への転換が   

決まった「あんしんかん」 

26年度中の転換に向けて準備中です。 

新病棟の竣工後は斎藤労災病院の「お隣」   

になります。 

～入居のご相談をお待ちしております。～ 



 まごころ 

     病院の防犯対策について 
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スタッフが外部から表彰をいただきました 

    千葉中央警察署との連携により安全な院内環境を維持 

  
 

当法人の職員が外部機関から表彰を受けましたのでご紹介させていただきます。 

一人目は看護師の池田です。テニス場で意識を失くし、倒れている方の救急措置を素早く

的確に行った事で人命救助を行い、千葉市緑消防署から表彰を受けました。 

二人目は現事務局の武井です。長く健康管理センターにおいて当院で進めている企業内健

康づくり活動の普及活動が認められ、中央労働災害防止協会の全国表彰を受けました。 

実践する仲間が外部から表彰を受けることで、院内のさらなる活性化が期待されていま

す。 

 

 

犯罪や事件などの脅威とは、本来無縁の場所でなければならないのが

病院ですが、少し古いデーターで、東京都内の病院において発生した 

犯罪、事件は実に1821件（平成14年度統計）にものぼりました。 

今から10年以上も前の数値ですので、現在は更に増加していると思わ

れます。安心・安全な院内環境を維持するためには先ず我々職員が危険

と隣り合わせである事を意識しなければならないと考えます。 

その意識を喚起させるために当院では警察署との連携強化をおこなっ

ています。 

その活動の一つが、防犯研修（写真右）です。千葉中央警察署（以下中

央署）の指導官をお招きし、中央署管内や当院の周辺で起こっている事

件や犯罪内容を聞くとともに、事件・犯罪が身近に起こった場合の心構

えや行動を学びました。また、院内の防犯パトロールも強化し、防犯

グッズ等の使い方や配備等も並行して行い、職員の意識を高めていま

す。院内で不審な者を見かけたら直に職員にご連絡下さい。 

「救急救命の実践が伴ない人命を救えた事が嬉しいです。」 「この賞はこれまでの当院の取り組みが評価されたものです」 

 安全な院内環境を守る為、

皆真剣に受講しました。 

緊張感を持った研修でした

が、時折、ユーモアを交え

た講師の先生（警察官）に

会場が少し和みました。 

千葉中央警察署の指導官による防犯研修 

実践を交え、防御等を学びました。 

千葉市救急救命表彰を受けた看護部 池田 全国THP推進協議会功労賞を受けた事務局 武井 



病院内では、様々な部署が連携して診療を行っています。 

今回ご紹介する業務改善会議では部署間で、より効率的に業務

を進めるための話し合いや問題提起を行い、改善活動を行って

います。出された意見や提案はうやむやにせず、必ず改善 

（解決）に結びつけるように皆でがんばっています。 

医師も含めたメンバー構成になっており、様々な角度から病院

の現状を見渡して、何か工夫できる点はないかと活発に議論し

ています。 

医局長が中心となり、会が進行され、様々な意見が活発にでる 

ように会議の雰囲気をリードしてくれます。 

院内レポート  ～組織を横断的に改善し、コミュニケーションを活発化～ 業務改善会議 
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 あんしんかん情報  ＜老人ホームあんしんかんの今＞  

昨年夏の『あんしんかん』菜園には、ナスやミニトマトなどがにぎやか

に実りました。ご入居の皆さまとスタッフとで育てました。毎月開催し

ている誕生日会では、演奏や夏祭り企画などを楽しんでいただいていま

す。 今年も初詣やお花見企画もあり、楽しみが続きます。 

『あんしんかん』には介護度の高い方も要支援の方もいらっしゃいます

が、どなたにも笑顔で、安心して住んでいただける施設を目指して、 

看護・介護のスタッフが「力」と「心」を合わせています。スタッフ  

一同、今年も元気です！『あんしんかん』の成長を見守っていただきま

すよう、よろしくお願いいたします。               

    斎藤労災病院が衛生管理優良事業所表彰を受賞 

昨年７月１２日に千葉県経営者会館大ホールにおいて第19回千葉労働基準協会大会が開

催され、今年度の衛生管理優良事業所に当院が推薦され表彰されました。 

永年にわたる法令遵守、職員定期健康診断の受診率が毎年100％、職場環境の改善活動等

が認められたものです。当院では、毎月、職場環境の維持・改善を目的に院長が中心と

なり、看護部長、事務局長、施設管理責任者が同行し、院内巡視を行っています。環境

整備が特に優れた部署を一年を通じてポイント加算し、年間の優秀部署を表彰していま

す。病院の建物はだいぶ築年数が経過しておりますが、来院する皆さんが「古いわりに

は綺麗な病院だ」と褒めていただける事も環境美化推進に力をいただいています。 

 

 

         平成25年度 千葉労働基準協会の表彰 

 施設長 石井泰子 

今後も労働環境の整備に励みます！ 

医局長が会の進行を担当しています 

今年も色々収穫しますよ 



  医療法人 福生会  

      健・康・美・食  ～管理栄養士のつぶやき～ 

～病院からのお知らせ～ 

〇新病棟建設中は駐車場台数が減る等、皆様に  

 たいへんご迷惑をおかけいたします。 

 何卒、ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

〇千葉市基本健診の受診期限は2月までです。 

 お早めにご受診下さい。 

 
〇当院では節電を継続して実施しております。 

 皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます 

 

編

集

後

記 

 

〇今年一年も病院内のさまざまな取り組みを、よりわかりやす  

 く皆様にお伝え出来る様、アンテナを張ってまいります。     

 よろしくお願いいたします。          （O） 

〇おばあちゃんからお年玉をもらった姪っ子が一言、     

 「おつりが入っているね！」最近の子供は･･･。          

 本年も宜しくお願いいたします。        （H） 

○昨年は旅行で箱根に行きました。山奥の老舗旅館に宿泊。 

 老舗にあぐらをかかない新しいサービスが沢山あり、時代に   

 合わせた営業展開に新鮮さを感じました。当院も新感覚で   

 色々な改善に取り組んで参ります。       （Ｔ） 

  

発行者 

医療法人福生会 

ホームページもご覧下さい 
http://www.saito-rosai.or.jp 

   病院内意見箱設置箇所 

A病棟・・・１階エレベーターホール 

A病棟・・・３階エレベーターホール 

C病棟・・・２階Ｂ棟連絡通路 

Ｅ病棟・・・１階エレベーターホール 

健康管理センター棟・・・２階受付前 
 千葉市中央区道場南1-12-7 
 代表電話 043-227-7437 

編集：総務部（年2回発行） 

 新 年 あ け ま し て お め で と う ご ざ い ま す。お せ ち 料 理 等 々    

『おいしいお正月』はいかがでしたか？（笑） 

さて、新春第一弾はたまごをピックアップ。たまごを使う

お菓子といえば、洋菓子です。洋菓子にはたまごと牛乳が欠かせません！！   

千葉県は鶏卵生産量は全国第２位、牛乳は第４位と新鮮な材料が手に入ります。 

たまごはビタミンＣと食物繊維以外はすべての栄養素が含まれています。 

１個中くらいのもので、殻を除いた可食部５０ｇ、エネルギーは８０Kcal、たんぱ

く質は８.３ｇです。たまごは必須アミノ酸が、理想的にバランスよく含まれている

食品で摂取したアミノ酸は体内で効率よくたんぱく質として使われます。 

たまごの栄養分はほとんどが黄身にあり、白身には、たんぱく質とナトリウムや 

カリウムなどミネラルを多く含みます。 

黄身にはレシチン、不飽和脂肪酸のリノール酸などコレステロールを下げる作用も

あり、体内にはいると記憶力ＵＰなど神経伝達物質となるコリンが含まれていま

す。たまごはコレステロールが多く含まれますが、適量であればコレステロール 

上昇の原因の犯人とは断定できません。また、白身に含まれる 

リゾチームからは、風邪薬に含まれる塩化リゾチームが作られ 

ま す。た ま ご は パ ン や お 菓 子・練 り 製 品 に も 材 料 と し て、   

たくさん使用されていますので脂質異常症の方は、かくれたまご

に気をつけてください。 
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栄養科 管理栄養士 伊藤幸代子 
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